
様式５

意　見　の　概　要
・本日の５０周年式典も子ども主体で開催され、式典開
催に取り組む過程でも地域とのつながりが持てたことは
よい。
・子ども主体ということは待ってあげることが必要である
が子どもを信じ、見守りながら取り組むことで児童は考
えて行動していくことを感じた。
・挨拶は課題であったので学校で児童や教員が朝、校
門のところに立って挨拶運動を行った。

・地域の人材を拡充するためには可能であれば学校運営
協議会のメンバーを増やす方向で考えてもよいのではない
か。
・千代田小学校の担当の区長は地域のことをよく知ってい
るので情報を共有したり、学校の要望に答えてくれることも
できるのではないか。
・千代田地域交流センターでは多くの講座を地域の方が
行っており、学校での授業と関係しそうな団体も数多い。そ
のような肩を地域交流センターと連携を取りゲストティー
チャーとして児童を支えていただくことも可能となるのでは
ないか。

〇第4回学校運営協議会次第
〇千代田小学校学校評価結果
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協　議　結　果

〇今年度の振り返り及び来年度の
向けて
・児童が落ち着いて生活していること。大
きなトラブルがほとんどなくなってきている
ことから考えると順調に取り組めている。
更に地域とつながる環境を整えていくこと
が課題である。
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・小熊三矢子（開校５０周年式典出席）

※協議開始前に開校５０周年記念式典出席及び記念行事（お祭り）の参観
（１）学校アンケート（評価）について
（２）今年度の振り返り及び来年度の向けて

〇学校アンケート（評価）について
・学校経営方針の「ともにのびる」という
ことが保護者、児童、職員に浸透して
いる。
・挨拶については学校と学校外と認識
が異なっているところもある。地域、保
護者と更に連携していく必要がある。
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